
画像掲示板にアップする写真を綺麗に撮ろう。 

基本編

ブレない写真を撮ろう。 

マクロモード

カメラとフィギュアの距離が近いのでマクロモード（接写モード）を使います。通常よりカメラに近い位置にピント

が合うようになります。花のマークで示されることが多いです。 

ズームはワイド側

ズームはワイド側（広角側）に固定が基本です。ズームアップするとピントの合う位置が遠くになってしまってマク

ロモードの意味が無くなります。 

カメラは固定

手で持って撮影すると揺れてブレます。三脚（安いのでOK）に固定することでブレを防止できます。三脚がない場合

は丈夫な箱などにカメラを載せても良いです。この場合はカメラを載せてもグラつかないような物を使いましょう。 

セルフタイマー

シャッターを押す時の指の力でカメラが傾いたり揺れたりするとブレます。なのでセルフタイマー（シャッターを押

してから時間差で撮影する機能。集合写真とかで使うアレ）を使ってカメラに触れずに撮影すると完全にブレを防止

できます。時間差を調整できる機種もありますが、1～2秒もあれば十分です。 

おすすめしないこと

フラッシュの使用

カメラと撮影対象が接近しているのでフラッシュを焚くと光が強すぎて真っ白になってしまうこともあります。高機

能なカメラ（一眼レフのようなの）だとフラッシュ光量の調整もできますが、基本的には使わない方がきれいな写真

に仕上がりやすいです。 

応用編

より綺麗な写真に 

明るい写真にする

照明を当てる

一番簡単です。スタンドライトなどを使って光を当ててやります。撮影対象の上からやカメラ側から光を当てないと逆

光のようになってしまい照明の意味が無くなってしまいます。 

レフ板を使う

適当な板にアルミホイルを貼るだけで作れます。これで光を反射してやり撮影対象周辺を明るくしてやります。 

作り方や使い方は「レフ板」で検索してみてください。 

感度を上げる



ISO○○という数字を大きくすると暗いところでも明るく撮ることができます。その代わり数字が大きくなるにつれて

ノイズも大きくなります。シャッターチャンスを逃してはいけない写真ではないのでISO感度を上げるのはおすすめし

ません。（フルオートモードの場合ISO感度もオートに固定される機種もあります。その場合マニュアルモードなどで

しかISO感度の調整ができません。） 

シャッタースピードを長くする

シャッタースピードを遅くすればカメラに入ってくる光の量が増えるので明るい写真になります。その代わりブレや

すくなりますが、三脚やセルフタイマーを使えば問題有りません。 

これもオートモードでは調整できません。シャッタースピード優先モード（Tvモード）の付いたカメラやフルマニュ

アルモードの付いたカメラでしかできません。フルオートタイプのカメラの場合、夜景モードを使うとシャッタース

ピードを自動で長くすることができる場合もあります。ただしあくまでも夜景用なのできれいに撮れるかはそのカメ

ラの頭の良さ次第です。 

見せたくない部分をカットする

撮影する時に構図を調整してもいいですが、パソコンに取り込んでから必要な部分だけ切り抜いた方が楽です。「トリ

ミング　ソフト」で検索すると簡単に扱えるフリーソフトがたくさん見つかります。 

発展編

この辺は好みでどうぞ。カメラの機能によってできないこともあるかもしれません。 

コンパクトデジカメのハイエンド機以上を対象にしています。 

ピントの合う幅を広くするor狭くする（被写界深度）

フルマニュアルか絞り優先モード（Avモード）の付いたカメラに限ります。 

カメラのディスプレイに表示される「F○○」という数字、これは絞りというものなのですが、これをうまく使うと写

真に変化が付けられます。 

Fの値を大きくするとピントの合う範囲が広くなります。手前から奥まで撮影対象を並べた場合などに奥から手前まで

ピントを合わせることができます。 

Fの値を小さくするとピントの合う範囲が狭くなります。手前と奥に2つのキャラクターが居るような場合、手前のキャ

ラにピントを合わせると奥のキャラがぼやけたように写ります。逆に奥のキャラにピントを合わせると手前のキャラ

がぼやけたようになります。また、背景をぼかしたい場合にも有効です。 

F値が大きくなると光の量も減るので、シャッタースピードが遅くなるので注意してください。三脚とセルフタイマー

を使っていればあまり問題ないはずです。 
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